













































(1一芸)Rh+言k2(1一芸)-(1+苦)三(pB(i)-ws(i･言上 ‰)写 す (1)


























ここで､nXは､時刻 tにおける気体 x の量､ntは､海内の気体の総量､n3,の前にあ
る係数は､気体 xのvan der W aa1s定数 (aまたはb)である [9]o
ここで､0の定数 aが､02の定数 aと等 しいと仮定 した (a (0)- a (02))0
又､ a (H)-a (OH)-a (耳20)､b (H)+b (0H)-b (耳20)､b











- H20の反応率､DH｡0は､H20- H+OHの反応率､roは､20- 02の反応率､′


















































ここで､αM- 0. 04 [6,12]､Rvは水の気体定数､p:は､温度 Toにおける水





































K e11er方程式 (式 (1))を､水の蒸発､再凝縮 (式 (17))､分子の熱分
解､再結合 (式 (8)- (15))と熟伝学 (式 (7))を考慮 して､数値的に解い
た｡当計算で用いた条件は､ピコ秒ソノル ミネッセンスの実験 [1,3]の条件 と
同 じにしてある. 計算結果の一例が図 1であるO条件は､平衡半径 (Ro)が 1im
の22℃の水中の泡に､27.2kHz､2.5atmの超音波が照射されている､
というものである｡図 1 (a)は､周期的な泡の振動の様子を表す｡図 1 (b) と
(C)は､泡の半径最小 (Rmin)時近傍での半径 (R)とH+OH- H20の反応率

















変化 させてみた｡ n-5の時の値を表 1に掲げる｡又､ ∩-10の時は､泡の振動
は､もはや周期的ではなくなった｡また､等温膨張を し断熱圧縮をする場合 (R-












音波を照射 した場合の計算結果｡但 し､n-3 [8]､α〟-0. 04 [6,12]｡
(a)泡の半径の時間変化 (周期適な抱の振動の概観)0
(b)Rmin近傍での泡の半径の時間変化｡
(C)Rmt･n近傍でのH+OH- H20反応率 (RH｡0) の時間変化.時間軸は (b)図
と同じ｡





























表 1 ソノル ミネッセンスで発光中の泡の物理量｡条件は､22℃ (10℃)
の水中のRo-1pm(0.98pm)の泡に､27.2kHz､2.5atmの超音波を照






To 10○C 22○C 10○C 22oC loo° 22OC
Tma∬(I) 4500 3500 5600 4800 9100 8300
Mma∬ 1.8 1.6 1.4 1.2 0.8 0.6
(lhl(管)) 1500 1200 1400 1100 1600 1200
HW (ps) 150 150 150 250 450 500
Rf 6×1011 7×1010 5×1012 3×1012 - -
4 結論
池内-の水の蒸発､再凝縮､池内気体分子の熱分解､再結合を考慮 して､冗 e1
1er方程式を数値的に解いた｡水の温度の低下に伴い､池内の最高到達温度が上
昇することが明らかになった｡又､礼 .･n近傍でH+OH- H20反応が､loopら
のタイムスケールで起 こることが明かになった｡衝撃波の効果を考慮 して､本研究
のモデルを改良することが､次の課題である｡
1a一他の大部分の分子は､∬20の分解によって生成したHとOHである｡
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